
 ～夏の感染症～ 

日本の夏は暑くて湿気が多いです。気温、日光、紫外線など、気をつけるこ

とはたくさんあります。さらに、子どもたちの皮膚は薄くて、抵抗力が弱い

ために、夏場は色々なトラブルに見舞われます。 

夏に流行する感染症や症状をまとめました。 

・とびひ 

虫さされやあせもをかいた傷から菌がはいり、水疱やかさぶたができます。 

かゆみがあり、かき壊すと身体のあちこちにうつります。 

・手足口病 

手のひら、足、肘、おしりなどに水疱や粘膜疹がでます。 

熱は 37℃～38℃程度で、でないこともあります。 

・ヘルパンギーナ 

突然 38℃～40℃の高熱が 2～3日続き、喉の奥に小さな水疱ができます。 

のどの痛みをうまく伝えられない乳幼児はよだれが増え、食欲が落ちて、不機

嫌になることがあります。           少年写真新聞社 2025 年記載 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月２２日 

社会福祉法人えどがわ 

清新おひさま保育園 

６月おひさま子育てだより 

 

保護者の皆様 

6 月の予定 

 

6月 ２日（火） 出張☆おひさま子育てひろば    

                    場所：さざなみ公園  

 

6月 1６日（火） 新聞紙あそび・ホールあそび         

  

7 月の予定 

 

7月 1０日（金） 保育所体験「夏まつり」 

 

 

★夏まつりは清新おひさま保育園 ホールで行います。 

★動きやすい服装で参加をお願いします。 

★天候が心配な時は、当日 9:30 頃にホームページに 掲載しますので 

ご確認ください。 

 

★出張☆おひさま子育てひろばは皆さんの地域の公園で行っています。 

ぜひ遊びに来て下さい。 

 

乳歯の時からむし歯予防 

乳歯は食べ物をかむだけではなく、永久歯が正しく生えるための道しるべになる

大切な役割があります。乳歯のむし歯を放っておくと、永久歯の歯並び悪くなっ

たり、おとなになってからむし歯になりやすくなったりします。一生使う大切な

歯を守るために、乳歯のうちから歯によい習慣を身につけ、将来のむし歯を予防

しましょう。                少年写真新聞社 2026 年記載 


